
第24回鹿児島PEG研究会 FINAL

【会期】 2016年5月21日（土） 13:40～17:30

【会場】米盛ラーニングセンター
〒890-0062 鹿児島県鹿児島市与次郎1-7-1
TEL:099-230-0100

一般演題Ⅰ

一般演題Ⅱ

15:10～16:10

共催：鹿児島PEG研究会・株式会社 大塚製薬工場・イーエヌ大塚製薬㈱

一般演題Ⅲ

16:20～17:20

14:00～15:00

閉会の辞

会場内は飲食厳禁でお願い致します

情報提供

13:40～:14:00

鹿児島PEG研究会 代表世話人 内園 均 先生

『経腸栄養剤・医薬品~流動食まで』 株式会社 大塚製薬工場

《休憩》

《休憩》

<座長> 霧島市立医師会医療センター薬剤部調剤室長岸本 真 先生

Ⅱｰ1『当院におけるPEGスコープの運用状況～嚥下内視鏡への応用』

医療法人聖仁会南薩ケアほすぴたる 看護部 阿久根 淳哉 先生

<座長> 独立行政法人国立病院機構南九州病院外科部長小倉 芳人 先生

<座長> 医療法人聖仁会南薩ケアほすぴたる消化器内科部長伊東 徹 先生

Ⅰｰ3『誤嚥性肺炎の在院期間延長の理由』
公益社団法人鹿児島共済会南風病院 管理栄養士 春田 こずえ 先生

Ⅲｰ1『PEG栄養の活用意義～小児在宅において』

鹿児島こども訪問看護ステーション 管理者 渡邉 理恵 先生

Ⅱｰ3『脳疾患患者の誤嚥性肺炎発症に対する新規濃厚流動食ハイネイーゲルの有用性についての検討』

社会福祉法人恩賜会財団 熊本済生会病院 脳卒中センター医長 加治 正知 先生

Ⅲｰ2『ラコールの半固形化と臨床経過について』

社会福祉法人紘徳会みどり明星クリニック 管理栄養士 池崎 輝美 先生

Ⅱｰ2『家族のケアで胃瘻トラブルが防止できた在宅療養の一症例の報告～「クルクルピッピ」の有用性～』

医療法人浩然会指宿浩然会病院 内科科長 大重 京子 先生

Ⅲｰ3『重症心身障害児(者)とPEG』

社会福祉法人星風会星風会病院 星風院 施設長 草間 龍一 先生

Ⅰｰ2『NSTが介入したうつ病・摂食障害による低栄養患者の一症例 』
鹿児島県厚生農業協同組合連合会鹿児島港厚生連病院 管理栄養士 松井 香代子 先生

Ⅰｰ1『NST活動の振り返りと今後の課題』
医療法人潤愛会鮫島病院 看護師 木場 夏子 先生



《第24回 鹿児島PEG研究会 FINAL 参加申込書》
※当日は参加費として、500円徴収致します。（学生無料）

FAX:096-359-1813（TEL:096-359-1808）
お問い合わせ先：株式会社 大塚製薬工場 担当：大渡

会場整理の都合上、FAXで出席の確認を承ります。

2016年5月18日（水）までにお申し込み下さい。

※尚、この用紙を以って座席・駐車場等を確保するものではございません。

ご施設名

ご連絡先
（お電話番号）

ふりがな ふりがな

ご芳名 ご芳名

ふりがな ふりがな

ご芳名 ご芳名

※参加者の欄が足りない場合は、当紙をコピーいただくか、参加者の総数をご記入下さい。

ご記入頂きました個人情報は、本講演会のご出席者の確認に主催関係者のみで使用し、

その他の第三者に提供することはありません。

適切な安全管理措置にて保管し、使用目的達成後にはすみやかに廃棄いたします。
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